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56

494

大
豊

494

(

和
田)

高知南国道路 南国安芸道路

高知東部自動車道

事業中

阿南安芸自動車道

安芸道路

事業中

奈半利
～
安芸

事業中

海部野根道路

事業中

北川道路

(計画段階評価完了)
和田
～
柏木

2-2工区

安倉
～
和田

1工区

直轄権限代行区間

野根安倉道路

事業中
(県)

33

窪川佐賀道路

事業中

中村宿毛道路

事業中

大方四万十
道路

宿毛
～
内海

(計画段階評価完了)

片坂
バイパス

都市計画
手続中

佐賀大方道路

越知道路
高知西バイパス

高知松山自動車道

鎌田～波川バイパス区間

計画段階評価中

いの～越知

四国横断自動車道

E55 E55

E56E32■凡例

高知県の道路（国道以上）

：高規格道路
（開通済み・４車線）

：高規格道路
（開通済み・２車線）

：高規格道路
（事業中区間）

：直轄国道

：補助国道

：計画段階評価完了区間

：主なIC、JCT

※事業中区間のICの名称は一部仮称

：重要港湾

高知県
南国安芸道路

（高知龍馬空港IC～香南のいちIC）

令和７年春頃
開通予定 北川道路１工区

令和３年度
新規事業化
(補助事業)

令和５年度開通予定
※総延長4kmのうち3.4km

柏
木

中村宿毛道路
（平田ＩＣ～宿毛和田ＩＣ）

令和２年７月５日
開通

高知南国道路
（高知ＩＣ～高知南ＩＣ）

令和３年２月27日
開通

四国８の字ネットワーク整備率

高知県 61％
※R3.11.1時点

（四国 74％）

事業中

暫定２車線区間の４車線化
優先整備区間

「高速道路における安全・安心基本計画」
において選定

土
佐
PA

２工区

【提言項目】

一、高規格道路のミッシングリンクの解消、ダブルネットワークの構築を目指した
四国８の字ネットワーク未事業化区間の早期事業化
・四国横断自動車道（宿毛～内海）、阿南安芸自動車道（奈半利～安芸）

一、ポストコロナの経済的対応及び、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化
対策など必要な施策については、経済対策に適切に盛り込むとともに、通常予算
とは別枠で計上し、計画的に事業執行を行うこと

一、南海トラフ地震対策及び通学路等の交通安全対策に必要な予算の確保

一、橋梁・舗装等、道路施設の予防保全への転換に必要な技術的支援
及び予算の確保

一、頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための地方整備局や
TEC-FORCEなど、体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の更なる確保

①

②

令和４年度
開通予定

令和３年12月４日
開通予定

■四国８の字ネットワーク

ミッシングリンク

ミッシングリンク

E55
E56

E32

E11

E11

高知西バイパス

調査中

早期事業化

早期事業化

県環境影響評価条例
に基づく手続き不要

高知県の道路整備状況 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

高 知 県 道 路 利 用 者 会 議

P1



５か年加速化対策に必要な予算・財源の確保
② 異常気象時通行規制区間の解消（国道33号）

「５か年加速化対策」の着実な実施により、災害への備えを高めるとともに地域の安定した経済活動を支える予算の
安定確保

■異常気象時通行規制状況

越知町横倉地区（R1.8）

（H30～R2の平均）

年間約100時間の

通行止めが発生!

・安全で安心な日々の暮らしの確保

危険箇所の解消

・地域防災力の向上

松山市方面

仁淀川町橘地区（R2.1）

旧道

橘防災利用状況

越知道路2工区整備状況

高知市方面

現道

越知町越知地区（R3.5）

※R2道路防災点検結果
（対策が必要な箇所を抽出）

■落石等の危険箇所における
対策実施状況

危険箇所の

およそ60％が未対策

未対策

19箇所
対策完了

14箇所

安定的
な予算
の確保

スノーピークかわの駅おち

浅尾沈下橋（越知町）

４

５

「竜とそばかすの姫」R3.7.16公開
聖地巡礼に期待！

観光振興を下支え

アウトドアで「仁淀ブルー」を満喫！

P2

・沿線地域の暮らしを支える唯一の幹線道路
・大規模災害時の円滑な救援部隊の進出等を支える「命の道」

高知市と松山市を結ぶ国道33号は･･･

仁淀川町役場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

「３か年緊急対策」の
活用により事業完了
橘防災 Ｒ2.1開通

２

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

異常気象時通行規制区間

松山市方面

直轄国道

補助国道（県管理）

主要地方道

直轄国道（整備中）

異常気象時通行規制区間

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

落石・崩壊危険個所(1～5箇所)

※ R2道路防災点検結果に基づく

直轄国道（整備済）

仁淀川町内の全線、越知町内の約7割が規制区間

※ 国道33号越知町～仁淀川町の災害に対する
脆弱区間については、防災機能向上や
幹線道路の機能強化等に係る調査を進める

仁淀川町 越知町

整備中整備中整備済
越知道路２工区

現道区間 バイパス区間

Ｒ４開通予定

１

３

５

４

越知町役場

「5か年加速化対策」の
活用により事業進捗

２

３
１

国道

33

道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

高 知 県 道 路 利 用 者 会 議

■須崎港のセメント輸出量

※R1年の上位３位
128万t

出典：港湾統計

103万t 100万t

須崎港(高知県) 宇部港(山口県)函館港(北海道)

輸出量日本一
（国内の約20％）

須崎港への安定的な
物流の確保が重要

① 防災上危険箇所の回避（国道494号）

３ 佐川～吾桑バイパス（須崎１工区）

国道33号方面

・走行時間の短縮
・走行性・安全性の向上
・緊急輸送道路の機能確保

須崎市

須崎港

須
崎
東

国道
56

E56

土佐市

佐川町

国道33号方面

須崎
３工区

斗賀野
工区

須崎
１工区

未

未

完

勝森山

国道
494

▲通行車両の脇を通る歩行者

改善‼２

３

２

セメント 等
台湾、中国（香港）、関東方面へ

「３か年緊急対策」の
活用により事業完了
R３.3.26 開通

「５か年加速化対策」

により計画的かつ

着実な整備が可能に！

セメント原材料の
けい石を年間約20万t産出

約1万2千人来訪（R3.10末）

▲大型トラックとのすれ
違いが困難な区間が存在

１

１

須崎市 越知町

当初予算配分におけるメリット

【メリット】

○発注ロットを小さくせず大ロットでの発注が可能

○準備工にかかる時間が短縮でき、早期に効用が発現

○経済的な実施が可能

（諸経費の縮減、仮設防護柵リース期間の短縮）

補正予算

当初予算

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

初年度

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

次年度

早期完成

平面図

改良工事（その１）

改良工事（その２）

断面図

仮設防護柵

【工事】

ナスの
収穫事例

補正予算

当初予算

移転補償契約(8カ月)

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

初年度

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

次年度

園芸年度（9月～8月）【補償】

収穫 ピーク植付
（7～8月） （9～6月） （3～5月）収穫 植付

（7～8月）

翌債承認

収穫断念

収穫

ナスを作りながら代替農地の準備が可能

生産者の事業持続が可能な補償!!
移転補償契約(8カ月)

提供予定用地での営農可能

※1:移転補償契約期間は代替農地準備期間で設定
資金借入～ハウス設置（6カ月）～土作り（2カ月）
契約期間中は提供用地での園芸が可能

※1

※1

公告～入札

準備工 改良工事（その１） 改良工事（その２）

改良工事（その１＋その２）

本体工

公告～入札

翌債承認

本体工

準備工

公告～入札 本体工

準備工



予算の
確保

通学路等の交通安全対策

〇背景
H24通学路緊急合同点検
平成24年4月23日の京都府亀岡市の事故をはじめ、登下校中の交通事故が相次いで発生したことを受けて、学校関係者、教育委員会、道路管理者及び警察により点検を実施。

R1未就学児緊急安全点検
令和元年5月8日に滋賀県大津市で発生した園児等の事故を受けて、幼稚園、保育園等の対象施設、対象施設を所管する機関、道路管理者及び警察により点検を実施。

R3通学路合同点検
令和3年6月28日の千葉県で発生した交通事故を受けて、国土交通省、文部科学省、警察庁が連携し、通学路における交通安全を一層確保する取り組みとして合同点検を実施。
今回の点検で危険と位置づけられた箇所について、今後、対策内容を検討し、早期対策完了を目指し取り組んでいく。

●高知県における通学路交通安全対策の取り組み

歩 道 整 備

歩道がなく危険

防 護 柵

南海トラフ地震対策及び通学路等の交通安全対策に必要な予算の確保

南海トラフ地震対策の推進と通学路等の安全対策により安全・安心な道路整備を促進

グ リ ー ン ベ ル ト 横 断 歩 道 カ ラ ー 化

歩車分離がされておらず危険 直線部でスピードが
出やすい

交通量の多い交差点

横断歩道のカラー化により運転手へ注意喚起グリーンベルト設置により車道と分離防護柵設置で安全を確保歩道整備により安全を確保

事後対策から予防保全へ転換し、コスト縮減

●市町村における老朽化対策の課題

●高知県における橋梁の現状

■高知県及び市町村管理橋梁の１巡目点検結果（H26～H30）

判定区分Ⅳ

66橋(1％）

判定区分Ⅱ

（60％）

7,606橋

判定区分Ⅰ

（26％）

3,293橋

1,623橋

（13％）

判定区分Ⅲ

■橋梁保全業務に携わる技術者数（R3.5現在）

自治体数
うち技術者不在

自治体数

市 11 0

町 17 6

村 6 4

市町村計 34 10
※出典：高知県道路課調べ

技術的支援
予算の確保

橋梁等、道路施設の予防保全への転換と
持続可能な維持管理の実現

■Ⅲ・Ⅳ判定橋梁の対応状況（R2.9末現在）

※出典：令和2年度 第1回高知県道路メンテナンス会議資料
1巡目点検結果に対する割合

予防保全への転換に必要な技術的支援・予算の確保

橋梁等、道路施設の

P3

※出典：高知県道路課

早期または緊急に
対策が必要な橋梁

14％（1689橋）

Ⅳ:構造物の機能に支障が生じている、又は生
じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講
ずべき状態

Ⅰ:健全

Ⅱ:構造物の機能に支障が生じていないが、
予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい状態

【判定区分】

Ⅲ:構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

措置着手率 うち完了

県 100％ 44％

市町村 41％ 15％

市町村橋梁の着手率

約４割

県内34市町村の内

10町村で

技術者不在

・橋梁点検調査（1回／５年）

・点検費 約40万円/橋

・年間点検調査費 約８億円

県管理

市町村管理

（20％）

（80％）

■管理橋梁の割合

※出典：高知県道路課調べ（R２末時点）

2,582橋

10,087橋

■橋梁点検調査にかかる費用負担

点検調査費は

起債対象外

技術的支援

●研修機会の増加など技術者の育成・確保のための更なる支援
予算の確保

●着実な維持管理を行うための予算の確保
●起債充当などの制度設計

様々な自然災害への備えを高めるための、四国８の字ネットワークの整備

■台風・豪雨による国道の被災状況

■津波浸水の影響を受けない高台へ移転

浸水区間外
約４割

南海トラフ地震

■国道55号・56号の津波浸水想定区間の割合

国道

33

１
国道

55

国道

32

宿
毛
和
田

四
万
十
町

中
央

四
万
十
町
西

黒
潮
拳
ノ
川

四
万
十

平
田

高
知

高
知
南

高
知
龍
馬
空
港

香
南
の
い
ち

芸
西
西

安
芸
東

野
友

柏
木

野
根

国道

56

四国８の字ネットワークの整備

ダブルネットワークの構築により
災害に強い強靱なネットワークを形成

沿岸部の幹線道路は
津波浸水により一時寸断

： 高規格幹線道路等

： 高規格幹線道路等（整備中）

：直轄国道

：

：

： 津波浸水想定区間

補助国道

四国８の字ＮＷ
ミッシングリンク区間

ミッシングリンクに並行する

現道の約６割が津波で浸水

非常に脆弱！

国道

493

ヘリポート

（県）警察署

（県）土木事務所

（市）役場庁舎

（市）保育園

（国）海上保安庁

津波及び地震に伴う地盤沈下
による長期浸水想定区域

※ルート帯：高台北側の１ｋｍ幅

宿毛市（名称：希望ヶ丘）
※宿毛市庁舎令和4年5月開庁予定

４

４

計画段階評価完了区間： 約90ｍ

約200ｍ

３

北川村安倉（H30.７）２
※平成30年７月豪雨

東洋町方面

国道

493
徳島県方面

１ 室戸市佐喜浜（R1.10）

国道

55

年平均約11日間も
全面通行止め等が発生

※H28-R2平均11回
（１時間未満の規制は除く）

3ヶ月以上も

全面通行止め

２
３

「宿毛～内海」

「奈半利～安芸」

県内全ての市町村で
震度６弱以上が発生

阿南安芸自動車道
「北川道路１工区」

令和3年度新規事業化

※点検の結果、翌年までに対策工事
を行う必要がある施設以外


